
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　扉の戸当りに対向する枠側に取り付けられる箱受３と、この箱受３の前面に設けられ、
かつ長手方向の中央部に開口孔２１を形成した受板２と、前記箱受３と受板２とで形成さ
れる空間部イ内に上下方向に移動可能に嵌装され、かつ前面部４３は前記受板２の開口孔
２１から外部に突出するように設けるとともに、該前面部４３には錠杆係合孔が形成して
なる受部材４とを備えた扉錠用受部材であって、
　前記受部材４は左右の折曲片４４、４４と上下の折曲片４５、４５とにより箱状に形成
され、上下の折曲片４５、４５には段部４６、４６を形成するとともに、その終端部は受
部材４自身の材料の弾性を有する脚片４７、４７が設けられており、該受部材４の段部４
６、４６は受板２の開口孔２１の周縁部に当接させるとともに、受部材４の脚片４７、４
７は箱受３の底部に当接させてなることを特徴とする扉錠用受金具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　この発明は、地震その他の外力等により建物の受側の枠が変形したり、あるいは錠ケー
スを取り付けた扉自体が変形したりした場合などにおいても、錠杆の作動が確実にできて
解錠でき、また、扉を支障なく開放できるようにした扉錠用受金具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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　従来、この種の地震に備えた受金具は、扉と枠側とが圧接される方向への外力や扉が開
く方向への外力に対して、受金具の錠杆係止部が変形あるいはカシメ部が破壊するように
構成し、変形や破壊によって扉と受金具との圧接や錠杆と受金具との圧接を防止し、地震
の際の外力によって扉が開放不可能となる事態を防止していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところで、上記従来のものはどれも、上下方向の外力に対する工夫はされていなかった
。
　そのため、今回の阪神大震災のよに上下方向に大きな外力が作用すると、扉錠の錠杆が
受金具の受孔の上部又は下部に圧接され、錠杆が作動不可能となって扉を開放することが
できなくなるという問題点があった。
　本発明は、上記従来の問題点を解消したものを提供しようとするものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、本発明の扉錠用受金具は、扉の戸当りに対向する枠側に取り
付けられる箱受と、この箱受の前面に設けられ、かつ長手方向の中央部に開口孔を形成し
た受板と、前記箱受と受板とで形成される空間部内に上下方向に移動可能に嵌装され、か
つ前面部は前記受板の開口孔から外部に突出するように設けると共に、該前面部には錠杆
係合孔が形成してなる受部材とを備えた扉錠用受部材であって、前記受部材は左右の折曲
片と上下の折曲片とにより箱状に形成され、上下の折曲片には段部を形成するとともに、
その終端部は受部材自身の材料の弾性を有する脚片が設けられており、該受部材の段部は
受板の開口孔の周縁部に当接させるとともに、受部材の脚片は箱受の底部に当接させてな
ることを特徴とする。
【０００５】
　これにより、上下方向の外力が作用した時にその外力を吸収するようにする一方、更に
は、受部材は錠杆の突出方向（水平方向ともいう。）への外力が作用した時にも変形して
その外力を吸収すると共に、外力が除去された時には受部材の弾性力により元の状態に復
元するようにしてある。
【０００６】
【作用】
　 (1)　地震等により、扉又は枠が上下方向の外力を受けて変位し、扉錠の錠杆の上端部
又は下端部が受部材の受孔の上端部又は下端部に当接した時、当接部には大きな外力を受
けるが、受部材は上下方向に摺動するので外力が吸収され、錠杆が受孔に圧接されること
がなく錠杆を確実に作動できる。従って、扉を開放していち早く避難することができる。
【０００７】
　 (2)　また、地震等により扉と枠とが当接する方向（水平方向）の外力を受けた時、扉
が受板に当接する前に、受板面より突出する受部材に当接する。そして受部材が変形して
その外力を吸収する。従って扉と受金具が圧接されることなく、扉を確実に開放すること
ができる。
　また、その外力が除去されると受部材の変形部はそれ自身の弾性により元の状態に復帰
する。
【０００８】
【実施例】
　本発明の一実施例を図１ないし図８に基づいて説明する。
　本発明に係る扉錠用の受金具１は、受板２と箱受３と受部材４とから構成され、受部材
４は受板２と箱受３とによって形成される空間部イ内に嵌装されている。
　図２、図３の如く、受部材４は左右の折曲片４４、４４と上下の折曲片４５，４５とに
より箱状に形成されると共に、前面部４３には錠杆係合孔４１，４２が形成されている。
　また、上記の上下の折曲片４５，４５には段部４６、４６が形成されていると共に、そ
の終端部は受部材４自身の材料の弾性を作用させるための脚片４７、４７が設けられてい
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る。
【０００９】
　受板２および箱受３は従来周知のもので、受板２には開口孔２１と取付ネジ用孔２２と
が形成されており、箱受３は錠杆係入用の箱状部分３１と取付部３２、３２および取付孔
３３、３３が形成されている。
【００１０】
　受部材４を受板２と箱受３との間に嵌装して枠Ｂに取り付けた状態では、図１の如く、
受部材４の前面部４３は受板２の開口孔２１から外部に突出している。また、受部材４の
段部４６、４６は受板２の開口孔２１の周縁部に当接させ外部へ離脱しないようにしてあ
る。そして、受部材４の脚片４７、４７の終端部は箱受３の底部に当接させると共に、箱
受３の底部に設けた突起部３４，３４に当接させて位置決めしている。
【００１１】
　尚、受部材４は上下方向に摺動可能なように箱受３の上部および下部との間には隙間が
形成してある。また、受部材４の段部４６から脚片４７の終端までの高さ寸法Ｈは、受板
２と箱受３の底部までの深さ寸法ｈより少し大きく形成してあり、ネジ８，８により取り
付けた時、上記高さ寸法の差だけ受部材４は圧縮され脚片４７、４７の弾性力によって受
部材４は受板２と箱受３との間で圧着され堅締に保持される。
【００１２】
　その他図中５は扉Ａに取り付けられた錠で、６は錠杆であるデッドボルト、７は錠杆で
あるラッチボルトである。９はトリガーボルトである。
【００１３】
【実施例の作用】
　上記実施例の作用を図１ないし図８に基づいて説明する。
　 (1)　図１は通常の使用状態を示すもので、錠杆のデッドボルト６は受部材４の前面部
４３に設けた係合孔４１に係脱し、錠杆のラッチボルト７は係合孔４２に係脱する。
【００１４】
　 (2)　図５は地震などで扉が上方に変位した場合を示すもので、錠の錠杆であるデッド
ボルト６の上部が、受部材４の係合孔４１の上部に当接し、外力により受部材４が上方に
摺動する。この為、錠杆（デッドボルト６）と受部材４とに作用する外力は吸収されるの
で、錠杆が受部材４の係合孔４１に圧接されることがない。従って錠杆は当接部の摩擦抵
抗はあるものの作動可能であり、後退させて扉を開放することができる。
　尚、この時ラッチボルト７は受部材４の係合孔４２に当接していないので、通常の作動
状態と同様に後退させることができる。
【００１５】
　 (3)　図６は地震などで扉が下方に変位した場合を示すもので、錠の錠杆であるラッチ
ボルト７の下部が受部材４の係合孔４２の下部に当接し、外力により受部材４が下方に摺
動する。従って、上記 (2)と同様にラッチボルト７は受部材４の係合孔４２に圧接させる
ことがなく、後退させて扉を開放することができる。
　尚、この時デッドボルト６の下部が係合孔４１の下部に当接しないように係合孔４１と
デッドボルト６の位置関係を任意に設定することができる。または、図６の如く、ラッチ
ボルト７とデッドボルト６とが各々係合孔４２、４１に当接するように設定することもで
きる。両方が当接するようにすれば、それぞれの抵抗摩擦は小さくなる。
【００１６】
　 (4)　図７は地震などで扉Ａが枠Ｂ方向に変位した場合を示すもので、扉Ａが枠Ｂ方向
に変位した時、錠５の前板５１または扉  Ａの前面部が受金具１の受板２の開口孔２１か
ら突出している受部材４の前面部４３に当接し、受部材４を図７の矢印ロ方向に押す。こ
の時、受部材４の脚片４７、４７は変形するので外力が吸収され、扉（または錠の前板）
が枠（又は受金具１の受板２）に圧接されることがない。
　従って、受部材４の脚片４７、４７の弾性による摩擦抵抗はあるものの、それに打ち勝
つ開放力によって扉を開放することができる。
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【００１７】
　 (5)　図８は地震などで扉Ａが上方向および枠Ｂ方向に変位した場合を示す。
　この場合は、上記 (2)および (4)の作用と同様であって、錠杆の後退および扉の開放が可
能である。
【００１８】
　 (6)　図示しないが、扉  Ａが下方向および枠Ｂ方向に変位した場合は、上記と同様であ
る。
【００１９】
　尚、図５ないし図８の如く受部材４が移動あるいは変形した後、図１の正常な状態に復
元させるには、受金具１の取付ネジ８、８を弛めて受板２を取外した後、受部材４を図１
の元の位置に戻してから受板２をネジ８、８によって締め付ければよい。
【００２０】
【その他の変形例など】
　図１ないし図８の実施例では、受金具１の受板２や箱受３および受部材４は各々別体に
設け、ネジ８、８によって取付け固定した時に受金具１を一体的に設けるようにしたもの
を示すが、工場などで予め受部材４を嵌装した状態で受板２と箱受３とをかしめあるいは
溶接などによって固着し、受金具１を一体的に設けてもよい。
　この場合、地震などの外力によって受部材４が上または下方向に移動した後、受部材４
を元の状態に戻すには、受部材４に作用した外力よりも大きな力で移動させればよい。
【００２１】
【発明の効果】
　本発明の受金具は上記のように地震等による外力が、扉や枠に対して上または下方向へ
作用した場合、受金具に設けた受部材が上または下方向に移動してその外力を吸収する。
そのため、錠杆の上部または下部が受部材の錠杆係合孔に圧接されることがなく、錠杆は
確実に後退作動でき扉を開放することができる。
【００２２】
　また、外力が扉と枠の正面を圧接する方向に作用した場合でも、受金具の受部材の脚部
が変形してその外力を吸収する。そのため、扉（または錠の前板）が枠（または受金具）
に圧接されることがなく、扉を開放することができる。
【００２３】
　更には、外力が上方向（または下方向）および扉と枠とを圧接する方向に作用した場合
でも、受部材は上方向（または下方向）に移動すると共に、受部材の脚部が変形してそれ
らの外力をすべて吸収するので、錠杆や扉が受部材に圧接されることがなく扉を確実に開
放することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の受金具の通常の使用状態を示す要部縦断側面図である。
【図２】図１の要部横断平面図である。
【図３】本発明の受金具を分解した状態の斜視図である。
【図４】同上取付状態の斜視図である。
【図５】外力が上方に作用した状態を示す要部縦断側面図である。
【図６】外力が下方に作用した状態を示す要部縦断側面図である。
【図７】外力が扉と枠を圧接する方向に作用した状態を示す要部縦断側面図である。
【図８】外力が上方かつ扉と枠を圧接する方向に作用した状態を示す要部縦断側面図であ
る。
【符号の説明】
１　　　　　　　受金具
２　　　　　　　受板
３　　　　　　　箱受
４　　　　　　　受部材
５　　　　　　　錠
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６　　　　　　　デッドボルト（錠杆）
７　　　　　　　ラッチボルト（錠杆）
２１　　　　　　開口孔
４１　　　　　　錠杆係合孔
４２　　　　　　錠杆係合孔
４３　　　　　　前面部
４４　　　　　　折曲片（左右の）
４５　　　　　　折曲片（上下の）
４６　　　　　　段部
４７　　　　　　脚片
Ａ　　　　　　  扉
Ｂ　　　　　　  枠
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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